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『オールやおつ』で感染症対策
新型コロナウイルス対策事業

お外で遊んだあとは、しっかり手洗い。お外で遊んだあとは、しっかり手洗い。
『みてみて！！おてて、ぴかぴかでしょ！』『みてみて！！おてて、ぴかぴかでしょ！』
（八百津保育園の子どもたち）（八百津保育園の子どもたち）

広報広報
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子
育
て
世
帯
へ
の

子
育
て
世
帯
へ
の  

臨
時
特
別
給
付
金

臨
時
特
別
給
付
金

（
八
百
津
町
の
事
業
）

対
象
の
お
子
さ
ん
１
人
あ
た
り
１
万
円

を
、
児
童
手
当
に
上
乗
せ
し
て
支
給
し
ま

し
た
。

支
給
日　
６
月
10
日

対
象
人
数　
９
９
７
人

（
公
務
員
世
帯
を
除
く
）

※�

公
務
員
世
帯
は
申
請
が
必
要
で
す
。�

詳
し
く
は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ひ
と
り
親
世
帯
支
援
事
業

ひ
と
り
親
世
帯
支
援
事
業

（
八
百
津
町
の
事
業
）

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
資
格
者
を
対
象
に
、
お
子
さ
ん
1

人
あ
た
り
３
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

対
象
人
数　
97
人

（
国
の
事
業
）

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、
家
計
が

急
変
し
、
収
入
が
減
少
し
て
い
る
ひ
と
り

親
世
帯
を
対
象
に
、
臨
時
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
人
数　
48
人

※�

追
加
給
付（
１
世
帯
５
万
円
）の
申
請
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
健

康
福
祉
課
子
育
支
援
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感

染
拡
大
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら

し
は
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
国
や
県
の
施
策
も
併
せ
て
、

対
策
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
抜
粋
し
て
、
ご
報
告
し
ま

す
。感

染
予
防
対
策
事
業

感
染
予
防
対
策
事
業

（
八
百
津
町
の
事
業
）

感
染
予
防
の
た
め
の
消
毒
液
や
マ
ス
ク
、

窓
口
ア
ク
リ
ル
板
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

設
置
場
所　

�

役
場
や
公
民
館
な
ど
公
共
施

設
、
学
校
、
保
育
園

特
別
定
額
給
付
金

特
別
定
額
給
付
金

（
国
の
事
業
）

1
人
当
た
り
10
万
円
の
特
別
定
額
給
付

金
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

５
月
20
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
の
３
カ

月
間
受
付
し
、
８
月
ま
で
に
支
給
を
終
え

ま
し
た
。

対
象
人
数　
（�

４
月
27
日
時
点
人
口
）�

�

1
万
７
８
９
人

交
付
人
数　
１
万
７
７
１
人

給
付
率　
　
９
９・
８
％

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症
対策事業対策事業

八百津保育園の子どもたちは今日も元気いっぱい！
『コロナにまけないぞ！』とかっこよくポーズ！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス  

感
染
防
止
ス
テ
ッ
カ
ー

感
染
防
止
ス
テ
ッ
カ
ー

（
岐
阜
県
の
事
業
）

事
業
所
や
店
舗
が
感

染
防
止
対
策
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
を
分
か
り

や
す
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

岐
阜
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス  

感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金

感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金

（
岐
阜
県
の
事
業
）

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
県
の
要

請
や
協
力
依
頼
に
応
じ
て
、
営
業
時
間
の

短
縮
や
休
業
に
全
面
的
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
事
業
者
に
対
し
、
協
力
金（
50
万
円
）

を
支
給
し
ま
し
た
。

町
内
の
申
請
件
数
、
支
給
額
は
、
現
在

岐
阜
県
が
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金  

・
経
営
安
定
関
連
保
証
　
な
ど

・
経
営
安
定
関
連
保
証
　
な
ど

（
国
や
岐
阜
県
の
事
業
）

地
域
の
雇
用
や
産
業
を
支
え
る
事
業
者

の
み
な
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
事
業
継

続
の
た
め
に
様
々
な
補
助
や
融
資
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
申
請
に
必
要
な
書
類
の
発
行

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
情
報
広
報

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
情
報
広
報

相
談
窓
口
や
、
感
染
予
防
法
、
支
援
事

業
の
紹
介
、
行
事
の
開
催
・
中
止
な
ど
を

ま
と
め
、
自
治
会
文
書
と
し
て
全
戸
配
布

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
計
８
回
発
行
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
緊
急

事
態
宣
言
時
と
岐
阜
県
の「
第
２
波
非
常

事
態
」
発
表
時
、
自
治
会
文
書
の
う
ち
回

覧
の
文
書
を
休
止
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
奨
学
金

ふ
る
さ
と
応
援
奨
学
金

（
八
百
津
町
の
事
業
）

感
染
拡
大
の
影
響
で
収
入
が
減
少
し
、

修
学
が
困
難
に
な
っ
た
大
学
生
な
ど
を
対

象
に
、
返
済
不
要
の
奨
学
金
を
給
付
し
ま

し
た
。

対
象
者�	

町
内
に
住
所
が
あ
る
方
の
お
子

さ
ん
で
、
大
学（
院
）、
短
大
、
専

門
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
方

申
請
者	

２
２
２
人

（�

町
内
か
ら
通
学　
１
０
９
人�

�

町
外
か
ら
通
学　
１
１
３
人
）

ふ
る
さ
と
応
援
特
産
品

ふ
る
さ
と
応
援
特
産
品

（
八
百
津
町
の
事
業
）

人「
ふ
る
さ
と
応
援
奨
学
金
」を
申
請
し

た
方
で
、
町
外
か
ら
通
学
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、
八
百
津
町
の
特
産
品
を
贈
り
ま

し
た
。
箱
を
開
け
れ
ば
、
ふ
る
さ
と
の
味

が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

受
け
取
っ
た
大
学
生
か
ら
は
、「
な
つ
か

し
い
味
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
こ
の
贈

り
物
を
励
み
に
、
頑
張
り
ま
す
」
と
い
う

感
想
が
届
き
ま
し
た
。

発
送
人
数　
１
０
７
名

や
お
っ
ち
ふ
る
さ
と
応
援
券

や
お
っ
ち
ふ
る
さ
と
応
援
券

（
八
百
津
町
の
事
業
）

町
内
全
世
帯
に
１
万
円
の
商
品
券
を
配

布
し
ま
し
た
。
こ
の
商
品
券
は
、
町
内
の

提
携
店
舗
で
使
用
で
き
、
地
域
経
済
の
振

興
を
促
し
ま
し
た
。

対
象
世
帯
数　
４
，
３
２
０
世
帯

配
布
世
帯
数　
４
，
２
９
９
世
帯

取
扱
店
舗
数　
１
３
４
店
舗

災
害
発
生
時
の

災
害
発
生
時
の  

感
染
拡
大
防
止
対
策

感
染
拡
大
防
止
対
策

（
八
百
津
町
の
事
業
）

災
害
発
生
時
、
避
難
所
で
の
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
や
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
を
購
入

し
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見

直
し
、
非
常
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

み
ん
な
の
心
を
ひ
と
つ
に

み
ん
な
の
心
を
ひ
と
つ
に�

�
�
�

『
オ
ー
ル
や
お
つ
』で

『
オ
ー
ル
や
お
つ
』で�

�
�

�

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！

打
倒

コ
ロ
ナ
！
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楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会

 

「
お
は
な
し
ラ
ン
ド
」

〇
と　
き
：�

10
月
3
日
㈯�

�

午
後
1
時
30
分
か
ら
2
時

〇
と
こ
ろ
：�

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー�

�

2
階　
研
修
室
①

八
百
津
町
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
と
っ
て
も
楽
し
い

読
み
聞
か
せ
会
で
す
。

み
ん
な
で
来
て
ね
！

計
で
の
体
温
測
定
と
簡
単
な
問
診
を
し

計
で
の
体
温
測
定
と
簡
単
な
問
診
を
し

ま
す
。

ま
す
。

２２��

．
事
前
受
付
所
の
職
員
の
指
示
に
従
い
、

．
事
前
受
付
所
の
職
員
の
指
示
に
従
い
、

経
路
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
避
難
ス
ペ

経
路
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
避
難
ス
ペ

ー
ス
へ
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
ス
へ
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

３３��

．
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
整
え
ま
す
。

．
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
整
え
ま
す
。�

�
�
�

各
避
難
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
段
ボ
ー
ル
パ

各
避
難
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
段
ボ
ー
ル
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、

エ
ア
ー
マ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

エ
ア
ー
マ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

職
員
の
指
示
に
よ
り
、
避
難
さ
れ
て
き

職
員
の
指
示
に
よ
り
、
避
難
さ
れ
て
き

た
方
々
で
協
力
し
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

た
方
々
で
協
力
し
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

【
避
難
所
利
用
の
際
の
お
願
い
】

【
避
難
所
利
用
の
際
の
お
願
い
】

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
流
行
に
よ
り
、
避
難
所
の
感

症
の
世
界
的
流
行
に
よ
り
、
避
難
所
の
感

染
症
対
策
を
見
直
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

染
症
対
策
を
見
直
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

対
策
物
品
は
、
数
に
限
り
が
あ
り
、
み
な

対
策
物
品
は
、
数
に
限
り
が
あ
り
、
み
な

さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
次
の

そ
こ
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
次
の

よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○○��

避
難
者
カ
ー
ド
・
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク

避
難
者
カ
ー
ド
・
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク

カ
ー
ド
は
事
前
記
入
、
持
参
し
て
く
だ

カ
ー
ド
は
事
前
記
入
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

○○��

事
前
受
付
所
で
の
体
温
測
定
と
問
診
へ

事
前
受
付
所
で
の
体
温
測
定
と
問
診
へ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○○��

非
常
食
や
懐
中
電
灯
な
ど
の
非
常
持
ち

非
常
食
や
懐
中
電
灯
な
ど
の
非
常
持
ち

出
し
品
に
加
え
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
、

出
し
品
に
加
え
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
、

体
温
計
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

体
温
計
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○○��

段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
避
難

段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
避
難

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
は
、
お
互
い
に
ご
協

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
は
、
お
互
い
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

力
く
だ
さ
い
。

今
年
も
ま
だ
ま
だ
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
続

今
年
も
ま
だ
ま
だ
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
続

き
ま
す
が
、
感
染
症
予
防
を
含
め
て
災
害

き
ま
す
が
、
感
染
症
予
防
を
含
め
て
災
害

の
備
え
を
し
、
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

の
備
え
を
し
、
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
始
め
と
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
始
め
と
す

る
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
町

る
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
町

で
は
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
避
難
所

で
は
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
避
難
所

へ
避
難
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
対
策
を

へ
避
難
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
の
シ
リ
ー
ズ
防
災
で

そ
こ
で
、
今
月
の
シ
リ
ー
ズ
防
災
で

は
、
避
難
所
運
営
に
お
け
る
感
染
症
対

は
、
避
難
所
運
営
に
お
け
る
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

策
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

【
配
備
し
て
い
る
感
染
症
対
策
物
品
】

【
配
備
し
て
い
る
感
染
症
対
策
物
品
】

町
で
は
以
下
の
物
品
を
感
染
症
対
策

町
で
は
以
下
の
物
品
を
感
染
症
対
策

物
品
と
し
て
各
避
難
所
へ
配
備
し
て
い

物
品
と
し
て
各
避
難
所
へ
配
備
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

・
手
指
用
消
毒
液

・
手
指
用
消
毒
液

・・
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
消
毒
液

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
消
毒
液

・
段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

・
段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

・
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

・
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

・
エ
ア
ー
マ
ッ
ト

・
エ
ア
ー
マ
ッ
ト

・
敷
マ
ッ
ト

・
敷
マ
ッ
ト��

な
ど
な
ど

【
避
難
所
の
利
用
方
法
】

【
避
難
所
の
利
用
方
法
】

１１��

．
事
前
受
付
所
に
て
受
付
し
ま
す
。

．
事
前
受
付
所
に
て
受
付
し
ま
す
。����

事
前
受
付
所
で
は
、
７
月
に
全
戸
配

事
前
受
付
所
で
は
、
７
月
に
全
戸
配

布
し
た

布
し
た
避
難
者
カ
ー
ド

避
難
者
カ
ー
ド
・・
健
康
状
態

健
康
状
態

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
の
提
出
を
お
願
い

の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
そ
の
後
、
非
接
触
型
体
温

し
ま
す
。
そ
の
後
、
非
接
触
型
体
温

○八百津町中央公民館図書室
ファミリーセンター 2階　☎43-0390
開館時間：午前10時～午後６時
休館日：毎週月曜日・第３日曜日・年末年始

※�掲載の行事は、新型コロナウイルスの感染状況によって、開
催できない場合があります。

今
月
の
お
す
す
め
は
こ
ち
ら
！

【
隠
居
す
ご
ろ
く
】

西
條
　
奈
加
／
作

角
川
書
店
／
刊

江
戸
時
代
の
お
話
で
す
。
還
暦
を
機
に
、

隠
居
生
活
に
入
っ
た
徳
兵
衛
さ
ん
。
双
六

で
言
え
ば
「
上
が
り
」の
は
ず
が
、
孫
の
千

代
太
が
次
々
と
厄
介
事
を
連
れ
て
き
て
、

て
ん
て
こ
ま
い
の
日
々
を
送
る
こ
と
に
…
。

さ
あ
、
徳
兵
衛
さ
ん
は
ど
う
す
る
？
い

い
お
話
で
す
。
読
み
や
す
い
で
す
よ
。

匿
名
希
望
の
方
の
、
お
す
す
め
の
一
冊

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

リ
ク
エ
ス
ト
募
集
中
！

町
内
の
図
書
室
で
は
、
読
み
た
い
本
を

リ
ク
エ
ス
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
近
く
の
図
書
室
に
希
望
の
本
が
な
い

場
合
も
、
岐
阜
県
図
書
館
や
他
の
図
書
室

か
ら
借
り
受
け
、
で
き
る
だ
け
リ
ク
エ
ス

ト
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。�

�

（
絶
版
図
書
な
ど
、
お
応
え
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。）

ご
希
望
の
方
は
、
図
書
室
の
職
員
へ
、

お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

シリーズ防災安全 図 書 室 だ よ り

新しい避難所運営新しい避難所運営
ウイルス対策の観点からウイルス対策の観点から

No.No.9999
シリーズ 防災安全シリーズ 防災安全
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高齢者あんしん相談会
日にち�：10月  9日（金）　八百津地区�

：10月27日（火）　伊岐津志地区
時　間：午後1時30分から3時30分

日常生活を送る上で気になることや、介護保
険のことなど、何でもご相談ください。
地域包括支援センターの職員がご自宅を訪問
します。

感染防止対策を実施しています
行事の実施にあたり、「コロナ社会を生き抜

く行動指針」に沿った感染防止対策を実施し
てます。みなさまのご理解とご協力をお願い
します。

○人と人との距離確保
○マスク着用
○手洗い励行
○定期的な換気、清掃、消毒
○実施時間の短縮・利用人数の制限
○スタッフの体調管理
○利用者の当日の体温測定・体調チェック

○お申込み・お問い合わせ先：�八百津町地域包括支援センター� �
☎43－3267（午前8時30分～午後5時15分）

こころの相談
※要予約（無料）

日にち：�10月12日（月）
時　間：午後3時から
ところ：保健センター
のぞみの丘ホスピタルの精神保健福祉士が対
応します。秘密は厳守します。

✿ひとことコラム✿
暑い日が続き、家に空のペット
ボトルがたまっています。気づけ
ば午前中で1リットル飲んでいる
ことも…。こまめな水分補給で、
脱水症を未然に防ぎましょう。特
に高齢の方は気づかないうちに脱
水状態になっている場合がありま
す。
主治医から指示のある方はその
量を守り、そうでない方は１日の
水分量を見直してみましょう。
お腹が痛くならないよう、常温
の水、お茶がおすすめです♪

オレンジカフェ（認知症カフェ）
※要予約（無料）　定員：10名

「認知症について知りたい」「気分転換
したい」という方が、自由に過ごせる憩
いの場です。

日にち：10月28日（水）
時　間：�午後2時から3時
ところ：�木野公民分館�

※送迎を利用できます。

10月21日（水）までに、地域包括支援
センターへ電話で予約してください。

シリーズ包括支援

No.No.102102

こんにちは！
地域包括支援センターです！

10月の予定10月の予定

シリーズ 包括支援シリーズ 包括支援
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な
言
動
を
し
な
い
こ
と
』、『
同
調
し
な
い

こ
と
』
な
ど
の
大
切
さ
を
伝
え
、
偏
見
や

差
別
が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。『自

分
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め
、
そ
し

て
大
切
な
人
の
た
め
』
に
、
感
染
症
の
指

導
を
と
お
し
て
、
さ
ら
に
人
道
精
神
が
深

ま
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

５ 

お
わ
り
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
、
有
効

性
が
確
認
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
も
存
在
し
な

い
の
が
実
状
で
す
。

今
後
、
長
期
間
に
わ
た
り
、
こ
の
新
た

な
感
染
症
と
と
も
に
、
社
会
で
生
き
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

そ
ん
な
中
、
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
・
安
心
を
最
優
先
に
考
え
、
教
育
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
保
護
者
の

み
な
さ
ま
、
地

域
の
み
な
さ
ま

の
、
さ
ら
な
る

ご
理
解
と
ご
協

力
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

八
百
津
町
教
育
委
員
会

☎
４
３-

０
３
９
０

問

た
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

３ �

感
染
症
の
正
し
い
知
識
の
習
得�

�

『
感
染
症
に
関
す
る
学
習
』

子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
安
全
な
生
活
を

送
ら
れ
る
よ
う
、
学
年
の
実
態
に
応
じ
て
、

『
体
育
・
保
健
体
育
』の
時
間
や『
学
級
活

動
』
の
時
間
で
、
感
染
症
に
関
す
る
学
習

を
進
め
て
い
ま
す
。

主
な
学
習
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○�

飛
沫
感
染
や
接
触
感
染
な
ど
感
染
方
法

（
基
礎
的
知
識
）

○�

基
本
的
な
感
染
症
予
防
策

○�

正
し
い
手
洗
い
・
マ
ス
ク
着
用
の
方
法

○�

運
動
や
食
事
、
休
養
、
睡
眠
な
ど
、
感

染
症
予
防
の
た
め
の
規
則
正
し
い
生
活

○�

正
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
の
大
切
さ

○�

感
染
症
に
関
連
す
る
差
別
や
偏
見
を
取

り
除
く
こ
と

○�

家
庭
で
取
り
組
め
る
感
染
症
対
策

以
上
の
こ
と
を
学
び
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

適
切
な
行
動
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
自
分
か
ら
感

染
リ
ス
ク
を
避
け
ら
れ
る
子
ど
も
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

４ �

人
道
教
育
を
生
か
し
た
活
動�

�

『
差
別
・
偏
見
を
許
さ
な
い
心
』

感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
と
そ
の
家
族
、

医
療
機
関
、
医
療
関
係
者
や
そ
の
家
族
な

ど
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
に
つ
な
が
る
行

為
は
断
じ
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
感
染
症
に
関
す
る
適

切
な
知
識
を
基
に
、『
公
的
機
関
が
提
供
す

る
正
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
』、『
差
別
的

調
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
教
職
員
も
子

ど
も
た
ち
同
様
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド

に
記
入
し
て
い
ま
す
。

○�

マ
ス
ク
の
着
用
・
手
洗
い
・
手
指
消
毒

の
徹
底

子
ど
も
、
教
職
員

と
も
に
、
基
本
的
に

マ
ス
ク
を
着
用
し
飛

沫
の
防
止
に
努
め
る

な
ど
、
基
本
的
な
予

防
対
策
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。

○�

換
気
の
徹
底

授
業
中
、
休
み
時
間
問
わ
ず
、
常
時
、

教
室
の
双
方
向
の
窓
を
開
け
、
換
気
し
て

い
ま
す
。

○�

学
校
設
備
な
ど
の
消
毒

子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
手
を
触
れ
る

箇
所
を
、
１
日
２
回
消
毒
し
て
い
ま
す
。

○�

身
体
的
距
離
の
確
保

一
定
の
距
離
を
確
保
す
る
た
め
廊
下
や

手
洗
い
場
な
ど
に
目
印
を
付
け
、
子
ど
も

た
ち
同
士
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
気
に
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○�

登
下
校
時
の
日
傘
の
使
用

登
下
校
時
の
密
を
避
け
る
た
め
、
日
傘

な
ど
の
傘
を
使
用
し
、
子
ど
も
同
士
の
距

離
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

○�

机
の
配
置
の
工
夫
、
特
別
室
利
用

子
ど
も
た
ち
の
席
と
席
の
間
隔
を
で
き

る
限
り
開
け
て
い
ま
す
。
人
数
の
多
い
学

級
で
は
、
通
常
教
室
よ
り
も
広
い
特
別
活

動
室
を
教
室
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
工
夫
し

１ 

は
じ
め
に

今
年
度
、
町
内
の
小
・
中
学
校
は
、
４

月
７
日
の
入
学
式
・
始
業
式
後
に
再
び
臨

時
休
業
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
５
月
14
日
に
政
府
の
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
６

月
１
日
か
ら
の
分
散
登
校
を
経
て
、
本
格

的
に
学
校
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
、
学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
学
び
を
保
障
し
て
い
く
た

め
に
、「
３
つ
の
密
」を
徹
底
的
に
避
け
る

「
新
し
い
生
活
様
式
」を
取
り
入
れ
て
き
ま

し
た
。
感
染
の
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
低

減
し
つ
つ
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

２ �

子
ど
も
た
ち
の
健
康
・
安
全
第
一��

『
学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策
』

○
健
康
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
の
確
認

毎
朝
、
子
ど
も
た

ち
は
、
家
庭
に
お
い

て
体
温
測
定
・
体
調

観
察
を
行
い
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
に

記
入
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
登
校
時
に

教
職
員
が
確
認
、
体

教育の窓

No.No.9696
シリーズ 教育の窓シリーズ 教育の窓

「
新
し
い
生
活
様
式
」を

「
新
し
い
生
活
様
式
」を

取
り
入
れ
た
教
育
活
動

取
り
入
れ
た
教
育
活
動

八
百
津
町
教
育
委
員
会

八
百
津
町
教
育
委
員
会
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八百津町は、木曽川の清流・蘇水峡・五宝滝など、水とみどりの美しい自然環境の豊かな
町です。また、伝統的な産業が栄え、八百津だんじり祭り・久田見糸切りからくり祭りなど、
町として誇れる文化も豊富です。町出身者には、国内のみならず世界で活躍された人も多く、
その代表として数千人もの命を救った杉原千畝氏の存在があります。

八百津町は、人道主義・博愛主義に基づいて行動した杉原千畝氏の出身地であることから、
「人道のまち・やおつ」を合い言葉に、町民の誰もが人にやさしく、思いやりの心があふれる
地域づくりに取り組んでいます。
新型コロナウイルスの感染拡大とともに、国においては、ウイルスを媒介する人の移動を
極力抑制するよう求め、併せて、徹底した「３密回避」を呼びかけ、緊急事態宣言で感染防止
に向けた一層の協力を要請してきました。
それにも関わらず、感染がほぼ全国に及び、また急激に重症化して生命に危機的状況が及
ぶ事例が伝えられています。
有効な治療方法が未だに確立されていないこととあいまって、国民の間に一気に不安が増
幅され、未知のウイルスに対する恐怖感が日に日に高まってきました。

国民の生命を守る医療の現場では、これまで限りある医療資源をフル稼働して感染症対策
にあたってきましたが、地域によっては医療崩壊が現実的な問題として危惧されています。
新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言は解除に至りましたが、未知のウイルスの猛威は
依然として予断を許さない状況にあります。

そして、近隣市町村や、町内在住の方の新型コロナウイルス感染が確認されてから、益々
不安な気持ちが広がっています。

新型コロナウイルスは、誰もが感染しうる感染症です。それと同時に、誰もが、気づかな
いうちに他人に感染させてしまうおそれのある感染症です。

感染者やそのご家族、濃厚接触者の方々、医療・福祉従事者の方々に対する不当な差別、
偏見、いじめ、誹謗中傷は、断じてあってはならないことです。

しかし、感染リスクと闘いながら自身の生活を犠牲にして日々献身的に業務にあたってい
る医療従事者やその家族に対し、勤務先から休むように言われたことや、子どもが保育園等
への登園を拒否された例、医療従事者に対して心無い言葉を浴びせられた例、感染された方
に対するSNSなどを利用したインターネット上での匿名での誹謗中傷など、胸を痛める残念
な事態が数多く起きています。

わたしたちが耳にする様々な情報のなかには、不確かなうわさ話や、事実と異なる情報も
混ざっています。こうした情報をむやみに広めることのないように、国や県などの公的機関
が発信する情報を確認し、人権に配慮した冷静な行動をとる事、また、不安な気持ちに負け
ず、それぞれが、今できる感染対策を行う事が重要です。

わたしたちは、杉原千畝氏の人道精神を継承している「人道のまち・やおつ」の住民とし
て、決意を表します。

１	 �人権侵害につながる差別や偏見を生み出さないよう、思いやりの心をもち、� �
冷静な対応をすること

１	 いわれなき偏見や差別が起こらない社会を作りあげていくこと

以上、宣言します。

令和2年9月8日� 八 百 津 町�
� 八百津町議会

「人道のまち・やおつ」から発信する
新型コロナウイルス感染症を乗り越えていくための決意宣言

※この決意宣言は、９月８日（火）に行われた令和２年第４回八百津町議会定例会にて、全会一致で同意されました。
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・�

現
在
保
育
園
に
入
所
し
、
継
続
入
所
希
望
の
方
に

つ
い
て
は
、
各
保
育
園
で
確
認
を
と
り
ま
す
。

・�

令
和
３
年
度
途
中
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方（
入

所
予
定
の
あ
る
方
）も
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・�

説
明
会
は
上
記
日
程
限
り
の
開
催
で
す
。
ま
た
、

入
所
申
込
書
な
ど
の
受
付
の
締
め
切
り
は
、
10
月

末
で
す
。

【
保
育
園
入
所
の
資
格
】

◎�

八
百
津
町
に
住
所
が
あ
っ
て
居
住
し
て
い
る
方
で
、

児
童
の
状
況
が
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
家
庭
内
で
充
分
な
保
育
が
で
き
な
い（
保
育

の
必
要
性
が
あ
る
）と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

①�

児
童
の
親
が
日
常
、
育
児
や
家
事
以
外
の
仕
事
に

従
事
し
て
い
る
場
合（
会
社
員
、
パ
ー
ト
勤
務
、
農

業
な
ど
に
従
事
）

②�

児
童
の
親
が
病
気
、
出
産
の
前
後
ま
た
は
障
が
い

者
で
あ
る
場
合

③�
児
童
の
親
が
家
庭
内
の
長
期
に
わ
た
る
病
人
な
ど

の
看
護
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

④�

そ
の
他
、
保
育
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な
事

情
の
場
合

来
年
４
月
か
ら
、
町
内
の
保
育
園
へ
新
し
く
入
所

を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

説
明
会
の
日
時
と
会
場
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
の
で
、
入
所
希
望
保
育
園
に
関
わ
ら
ず
、
ご
都
合

の
良
い
日
に
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

説
明
会
の
日
時

と
こ
ろ

10
月
１
日
㈭
午
後
３
時
か
ら

錦
津
保
育
園

10
月
２
日
㈮
午
後
３
時
か
ら

和
知
保
育
園

10
月
７
日
㈬
午
後
３
時
か
ら

久
田
見
保
育
園

10
月
９
日
㈮
午
後
３
時
か
ら

八
百
津
保
育
園

・�

入
所
申
込
書
な
ど
必
要
書
類
は
、
各
説
明
会
当
日

に
お
渡
し
し
ま
す
。

※�

当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
後
日
、
入
所
を
希
望

す
る
保
育
園
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー（
フ
ァ
ミ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
保
育
園
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
】

◎�

生
後
６
カ
月
以
上
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
保

育
が
必
要
な
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

◎�

保
育
時
間
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

希
望
に
よ
り
延
長
保
育
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎�

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
安
全
で

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
・
手
作
り
お
や
つ
を
用

意
し
ま
す
。

◎�

町
内
公
立
保
育
園
・
和
知
保
育
園（
私
立
）で
障
が

い
児
保
育
を
行
い
ま
す
。
各
保
育
園
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎�

育
児
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
子
育
て
の
悩
み
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎�

錦
津
保
育
園
・
和
知
保
育
園
で
は
未
就
園
児
童
の

一
時
預
か
り（
一
時
保
育
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎�

八
百
津
保
育
園（
公
立
保
育
園
児
童
が
対
象
）と
和

知
保
育
園
で
は
土
曜
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

説
明
会
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
参
加
者
名
簿
に
氏
名
・
年
齢
・

住
所
・
電
話
番
号
の
記
入
お
よ
び
体
温
・
体
調
の

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
参
加
時

は
マ
ス
ク
の
着
用
、
入
口
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
会
場
は
、
感

染
リ
ス
ク
を
鑑
み
て
、
換
気
お
よ
び
座
席
と
座
席

の
距
離
を
取
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、
ご
出
席
を
お
控
え
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課　
子
育
支
援
係（
内
線
２
５
６
４
）

問

お

知

役

場
か

ら

のら

せ
☎ 43-2111
　 43-0969
HP http://www.
town.yaotsu.lg.jp/

FAX

保
育
園
の
入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

�

健
康
福
祉
課　
子
育
支
援
係

※�

町
内
保
育
園
以
外
の
施
設
に

入
所
を
お
考
え
の
方
は
、
下

記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



9 広報やおつ No.593

町
で
は
、
家
屋
に
つ
い
て
の
現
況
を
正
確
に
把
握

し
、
固
定
資
産
税
課
税
の
適
正
と
公
平
性
に
努
め
る

た
め
、
広
域
的
に
家
屋
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
調
査
の
時
期
】

９
月
下
旬
か
ら
令
和
３
年
３
月
頃
ま
で

（
毎
年
、
継
続
的
に
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
）

【
調
査
の
方
法
】

�

敷
地
外（
公
道
等
）か
ら
の
外
観
に
よ
る
確
認（
種

類
、
構
造
、
面
積
確
認
な
ど
）を
行
い
ま
す
。

※�

今
回
の
調
査
は
、
新
築
家
屋
評
価
の
よ
う
に
建

物
の
中
の
調
査
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
必
要
に
応

じ
て
お
た
ず
ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
調
査
員
】

�

固
定
資
産
評
価
補
助
員
で
あ
る
八
百
津
町
の
職
員

ま
た
は
町
が
委
託
し
た
業
者

※�

町
職
員
は「
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
」
を
携

帯
し
、「
名
札
」を
着
用

※�

委
託
し
た
業
者
は「
家
屋
現
況
調
査
」の
腕
章
を

つ
け
、
町
が
発
行
し
た「
身
分
証
明
書
」を
携
帯

（
業
者
が
調
査
に
使
用
す
る
車
は
、
県
外
ナ
ン
バ

ー
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）

町
民
課　
資
産
税
係（
内
線
２
１
１
９
）

問

５
年
に
１
度
の「
国
勢
調
査
」を
、
10
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
日
本
国

内
に
住
む
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
し
た
、
国

の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

国
勢
調
査
員
が
各
世
帯
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、

世
帯
の
み
な
さ
ま
と
調
査
員
が
対
面
し
な
い
方
法
で

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
】

�

９
月
14
日
㈪
か
ら
10
月
７
日
㈬
の
期
間
に
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
利
用
ガ
イ
ド
」
に
記
載
の
Ｉ
Ｄ

を
使
用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

【
郵
送
提
出
・
調
査
員
に
提
出
】

紙
の
調
査
票
に
ご
記
入
の
う
え
、
10
月
１
日
㈭
か

ら
10
月
７
日
㈬
ま
で
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
郵
送

�

郵
送
提
出
用
封
筒
に
入
れ
て
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。（
切
手
は
不
要
で
す
）

②
調
査
員
に
提
出

�

調
査
票
配
布
の
際
に
、
調
査
員
へ
の
提
出
希
望
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。
後
日
、
調
査
員
が
回
収
に
う

か
が
い
ま
す
。

総
務
課　
政
策
調
整
係（
内
線
２
２
１
２
）

・
個
人
情
報
は
厳
格
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

・
す
べ
て
の
世
帯
に
回
答
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
施
策
に

役
立
て
る
大
切
な
調
査
で
す
。
み
な
さ
ま
の
調

査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

家
屋
現
地
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

�

町
民
課　
資
産
税
係

ご
協
力
く
だ
さ
い
！�
�

�

令
和
２
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

�

総
務
課　
政
策
調
整
係

教育委員会からのお知らせ

令和３年　八百津町
二十歳の集い（成人式）
と　き　�令和３年１月10日（日）� �

午前11時～式典
ところ　八百津町ファミリーセンター　大ホール

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、新成
人のみの参加とし、式典の一般公開はしません。
また、今後の感染状況により、変更する可能性があ
ります。みなさまのご理解をお願いします。

問八百津町教育委員会　☎43-0390
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国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対

策
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
６
月
よ
り
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
を
一
般
の
方
と
と
も
に
対
象
と
な
る
公
務
員
の
方

へ
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
方
で
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�

令
和
２
年
４
月
分（
３
月
分
を
含
む
）の
児
童
手
当

の
受
給
者（
特
例
給
付
を
除
く
）

※
対
象
児
童

�

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
４
月
分
児
童
手
当
の
対
象
と
な
る

お
子
さ
ん
。
た
だ
し
、
４
月
か
ら
高
校
１
年
生
と

な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

〇
給
付
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

〇
申
請
受
付
期
限

９
月
30
日(

水)

ま
で

※�

期
限
ま
で
に
申
請
が
な
い
場
合
は
給
付
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

町
民
課　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
担
当

（
内
線
２
１
１
１
）

対問

か
わ
い
く
描
い
て
く
れ
て
、

と
っ
て
も
う
れ
し
い
な
♡

美
咲
ち
ゃ
ん
、
す
て
き
な

イ
ラ
ス
ト
を
あ
り
が
と
う
！

�

や
お
っ
ち
よ
り

秋
松
美
咲
さ
ん（
和
知
小
３
年
）の
作
品

公
務
員
の
方
は
早
め
の
申
請
を
！�

�
�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

�

町
民
課

本
年
の
「
や
お
つ
人

道
の
丘
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大

会
」
は
、
11
月
15
日
㈰

に
予
定
し
、
準
備
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
現
在
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
と
そ
の
影
響
は
、
未

だ
看
過
で
き
ず
、
ま
た

集
団
感
染
の
可
能
性
が

払
拭
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
安
全
を
最
優
先
に
考

慮
し
た
結
果
、
大
会
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

誠
に
残
念
で
す
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
改
め
て
、
安
心
・
安
全
を
第
一
に
、
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
、
少
し
で
も

早
く
収
束
し
、
日
常
生
活
が
戻
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

や
お
つ
人
道
の
丘
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会

�

や
お
つ
人
道
の
丘
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
：�

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
８
０
２�

�

☎
４
３-

０
４
５
０

問 「
や
お
つ
人
道
の
丘
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
」��

�

中
止
の
お
知
ら
せ

�

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
８
０
２
・
教
育
課

納期納期ののお知らせお知らせ
●9月30日 納期限●
国民健康保険税 �  5期分
介護保険料 �  5期分
後期高齢者医療保険料 �  3期分
保育料・副食費 �  9月分
児童クラブ利用料 �   9月分
水道料 �  9月分
住宅使用料  �  9月分

●11月2日 納期限●
町県民税 �  3期分
国民健康保険税 �  6期分
介護保険料 �  6期分
後期高齢者医療保険料 �  4期分
保育料・副食費 �  10月分
児童クラブ利用料 �  10月分
水道料 �  10月分
住宅使用料 �  10月分

※口座振替をご利用の方は残高を確認ください。

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

今号から、広報やおつ6月号で募集した
やおっちのイラストを、紹介していきます。
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行事名 対応 とき ところ 担当部署
錦津地区運動会 中止 10月4日（日） 錦津小学校グラウンド 錦津出張所
和知ふれあい展 中止 10月10日（土）・11日（日） 和知センター 和知出張所

子ども会インリーダー研修 中止 10月11日（日） ファミリーセンター 教育課
和知地区民大運動会 中止 10月11日（日） 和知グラウンド 和知出張所
久田見地区大運動会 中止 10月11日（日） 久田見小学校グラウンド 久田見出張所
ねんりんピック採火式 中止 10月13日（火） 蘇水公園 教育課

e-kamonまるごと環境フェア 中止 10月中旬 ぎふ清流里山公園 水道環境課
リトアニア・ポーランド�

訪問団派遣 中止 10月15日（木）～21日（水） タウンプロモーション室

キリン木曽川水源の森づくり 中止 10月17日（土） キリン木曽川水源の森 農林課
第25回潮南ヘボ祭り 中止 10月25日（日） 潮南環境改善センター 潮南出張所
第45回八百津町文化祭 中止 10月31日（土）・11月1日（日） ファミリーセンター 教育課
ふれあい（ゴミゼロ）運動 中止 11月1日（日） 町内各地区 教育課
錦津地区歩け歩け大会 中止 11月1日（日） 錦津コミュニティセンター 錦津出張所
子ども会ドッヂビー大会 中止 11月1日（日） 八百津小学校体育館 教育課
第41回八百津町産業文化祭 中止 11月7日（土）・8日（日） ファミリーセンター周辺 地域振興課

リトアニアNOW 延期 11月13日（金）�
（規模縮小のうえ12月に開催）

清流文化プラザ�
（岐阜市） タウンプロモーション室

リトアニア音楽団公演 中止 11月15日（日） ファミリーセンター タウンプロモーション室
第20回やおつ人道の丘�
ジョギング大会 中止 11月15日（日） ファミリーセンターなど 教育課

人道教育発表会�
（人道創作劇上演含む） 中止 11月21日（土） ファミリーセンター 教育課

第37回ちびっこ広場 中止 11月28日（土） ファミリーセンター 健康福祉課

１０月・１１月 行事中止・延期のお知らせ１０月・１１月 行事中止・延期のお知らせ
下記の行事やイベントは、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、
誠に残念ながら中止・延期・規模縮小が決定されました。
みなさまのご理解をお願いします。

【その他の行事】　以下の行事は、感染予防に配慮して開催します。感染予防対策にご協力をお願いします。
行事名 対応

保育園運動会 規模を縮小し、保護者の方のみの観覧で開催します。一般公開はしません。�
日時など詳しくは、各保育園から保護者の方へご案内します。

小中学校運動会 規模を縮小し、授業参観として開催します。保護者の方以外に向け一般公開はしません。�
日時など詳しくは、各学校から保護者の方へご案内します。

小中学校修学旅行など 修学旅行や宿泊を伴う研修は、日帰りで実施します。
特定健診・がん検診�
結核健康診断

感染防止対策のうえ、実施します。詳しくは、19ページ「保健センターだより」を
ご覧ください。

産業文化祭を始め、多くの行事の中止が決定しています。
また、保育園や学校の行事も、規模縮小など、大きな影響を受けています。
この状況を打ち破るためには、みんなで新型コロナに打ち勝たなければなりません。
来年は笑顔で開催できるよう、引き続き、感染防止へのご協力をお願いします。
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（５）職員手当の状況
区分 内　　　　　　　容 区分 内　　　　　　　容

扶養手当

配偶者� 6,500 円 住居手当 賃貸住宅を借受け、一定以上の家賃を支払っている者�限度額 28,000 円
その他扶養	 □子� 10,000 円

期末勤勉手当

支給期 期末手当 勤勉手当 計
			   □その他父母など� 6,500 円 6月 1.3月分 0.925月分 2.225月分
無配偶扶養	 □子� 廃止 12月 1.3月分 0.975月分 2.275月分
			   □その他� 廃止 合計 2.6月分 1.9月分 4.5月分
特定加算　満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子� 5,000 円 職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有

通勤手当 自動車使用（通勤距離に応じて支給）� 限度額 26,000 円 （注）	期末勤勉手当の月数については令和元年12月
現在です。公共交通機関利用（運賃相当額）� 限度額 55,000 円

（６）特別職の報酬などの状況
区　分 給料月額等

（令和2年4月1日現在）
期末手当

（31年度支給割合）

給料
町　長 695,000 円   6月期� 2.225月分
副町長 570,000 円 12月期� 2.275月分
教育長 530,000 円 　 計� 4.5月分

報酬
議　長 300,000 円   6月期� 2.225月分
副議長 230,000 円 12月期� 2.275月分
議　員 220,000 円 　 計� 4.5月分

（注）	期末手当の月数については令和元年12月現在です。

４．職員の休業の状況（平成31年度）
自己啓発等休業取得者 配偶者同行休業取得者 育児休業取得者 大学院修学休業取得者

男性 0人 0人 0人 0人
女性 0人 0人 9人 0人

５．分限および懲戒処分の状況（平成31年度）

分限処分

免職 0人
降格 0人
降給 0人
休職 2人

懲戒処分

免職 0人
停職 0人
減給 0人
戒告 0人

７．福祉および利益の保護の状況（平成31年度）
公務災害の状況 健康管理事業の実施状況
認定件数 1件 一般定期健康診断 112人

人間ドック   34人

８．研修および勤務成績の評定の状況（平成31年度）
（１）研修の状況

項目 実施件数 参加人数
派遣研修   0件   0人
職域別研修   9件   53人
専門研修 28件 173人
実務研修 11件   16人
情報化研修   3件     4人
合　　計 51件 246人

９．八百津町役場職員親交会　事業概要
地方公務員法第42条に基づき、職員の福利厚生事業の推進を図るため、八百津町役場職員親交会を設置しています。
運営については会員（職員）からの親交会費を原資として実施しています。
主な事業は以下のとおりです。
給  付  事  業…�会員同士の相互扶助を行うため、慶弔や節目に対し、社会通念上の範囲内で祝金、見舞金などの給付

を行っています。（結婚給付金、見舞金、弔慰金、退会餞別金など）
福利厚生事業…�会員同士の親睦と元気回復を目的とした事業を行っています。�

（クラブ活動助成、レクリエーション助成など）

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間 1週間38時間45分�

（1日7時間45分　8時30分～17時15分）
休憩時間 12時00分から13時00分
週休日 土曜日・日曜日
休日 国民の祝日と年末年始（6日間）

夏季特別休暇 7月から9月の間で3日間
年次有給休暇 平均取得日数　9.1日（平成31年1月から令和元年12月）

（注）	町長部局の保育園・公営企業・派遣職員を除いた�
一般職員の場合です。

６．服務の状況（平成31年度）
職務に専念する義務の免除の承認の状況 営利企業など従事の許可の状況
県職員への派遣 0件 0件

一部事務組合への派遣 0件
１ヶ月以上の研修 0件

その他 0件
（注）	その他は、土地開発公社事務従事等です。

【共済制度】
　岐阜県市町村職員共済組合に加入し、職員の生活
の安定と福祉の向上を図っています。

（２）人事評価の評定の状況（評定の内容）
評定基準日 毎年９月30日・１月31日
対象 一般職員（派遣を除く）全て

評定者
所属、役職ごとに評定者を区分
例）�係長級以下の場合�
第一評定者：課長補佐　　第二評定者：課長

評定基準

〈能力〉　専門知識、判断力、計画力、応対力、問題解決力、
　　　　政策立案力、折衝力、部下指導力、職場統制力、
　　　　企画開発力、交渉力、意思決定力
〈態度〉　規律性、協調性、挑戦意欲、責任性、経営意識
〈業績〉　○目標管理：組織目標、目標管理
　　　　○成　　績：仕事の質・量、報連相、信頼性、迅速性、
　　　　　　　　　　目標遂行、目標管理の遂行、議会対応
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八百津町の人事行政運営状況を公表します
町職員の任免・給与・服務等についてお知らせします。ここに示した数値は特に記載があるものを除きい
ずれも令和2年4月1日現在のものです。また、給与額などは、税や各種保険料を引く前の額で、いわゆる「手
取り」額ではありません。

１．職員の任免および職員数に関する状況
（１）任用・退職の状況（平成31年4月2日～令和2年4月1日）

任　　用 退　職　な　ど
新規採用 10人 再任用 6人 定年退職 8人 応募認定 0人 普通退職 5人 公務外死亡 0人

（２）級別職員数の状況
区　　分 1級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な職務内容 主事
主事補 主任 主査 係長 課長補佐

主任主査
課長
主幹 課長

職　員　数 38人 29人 19人 28人 23人 15人 1人 153人
構　成　比 24.8% 19.0% 12.4% 18.3% 15.0% 9.8% 0.7% 100.0%

（注）	１	職員数は、給与条例に基づく給料表の級区分によります。
		２	 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
		３	 職員数は派遣職員などを含みます。
（３）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

職員数 対前年
増減数 主な増減理由平成31年 令和2年

一
般
行
政
部
門

議会     2人     2人
再任用職員（短時間）による減総務企画   53人   49人 △4人

税務   9人   9人
民生   43人   41人 △2人 休職者および職員人事異動に伴う減
衛生     8人     9人 　1人 業務増に伴う増
農林水産     8人     8人
商工     5人     3人 △2人 再任用職員（短時間）による減、兼務による減
土木     7人     7人
小計 135人 128人 △7人

特別�
行政部門

教育   13人   14人 　1人 オリンピック業務に従事するため増
小計   13人   14人

会
計
部
門�

公
営
企
業
等

水道     5人     5人
下水道     1人     1人
その他     5人     6人 　1人 人事異動に伴う増
小計   11人   12人

合　　計 159人 154人 △5人
（注）	職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含みますが、臨時

職員・非常勤職員は除いています。また、再任用職員（フルタイム）を含みます。
２．職員の給与の状況
（１）人件費の状況（平成31年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
令和2年3月31日（年度末）

歳出額
Ａ

実質収支 人　件　費
Ｂ
人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
30年度の人件費率

10,814人 5,898,888千円 304,299千円 1,220,047千円 20.7% 18.7%
（注）	人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。
（２）職員給与費の状況（令和2年度普通会計予算）
職員数

Ａ
給　 　　与　　 　費 一人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給 　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　　Ｂ
164人 525,221千円 164,350千円 195,743千円 885,314千円 5,398千円

（注）	職員数には再任用職員を含みます。職員手当には、退職手当を含みません。
（３）職員の初任給の状況

区　　　　分 決定初任給 採用2年経過日※
給 　料 　額

八百津町 一般行政職 大学卒 182,200 円 193,900 円
高校卒 150,600 円 158,900 円

				   ※卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合の年数です。

（４）一般職の平均給料月額、給与月額および平均年齢の状況
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
296,318円 336,882円 39歳10月

（注）	平均年齢の小数点以下は、月数で表記しております。



14広報やおつ No.593

人
道
大
賞
　（
学
生
の
部
）

人
道
大
賞
　（
学
生
の
部
）

世
の
中
の
い
の
ち
の
数
だ
け
朝
が
あ
る

世
の
中
の
い
の
ち
の
数
だ
け
朝
が
あ
る

茹
で
た
卵
が
ま
だ
温
か
い

茹
で
た
卵
が
ま
だ
温
か
い

青
山
学
院
大
学
４
年　
井
藤
智
也

青
山
学
院
大
学
４
年　
井
藤
智
也

人
道
大
賞
　（
一
般
の
部
）

人
道
大
賞
　（
一
般
の
部
）

百
三
歳
の
母
の
脳
裏
に
終
戦
の
な
き
ま

百
三
歳
の
母
の
脳
裏
に
終
戦
の
な
き
ま

ま
今
日
の
朝
は
来
た
り
ぬ

ま
今
日
の
朝
は
来
た
り
ぬ

愛
知
県
岡
崎
市　
中
村
佐
世
子

愛
知
県
岡
崎
市　
中
村
佐
世
子

小
学
生
の
部

愛
　
　
賞

あ
お
虫
が
葉
っ
ぱ
を
食
べ
る
全
し
ん
で
が
ん
ば
れ

が
ん
ば
れ
大
き
く
な
れ
よ

日
向
市
立
坪
谷
小
学
校
３
年　
山
口
和
志

今
の
幸
せ
当
た
り
前
す
ぎ
て
き
づ
か
な
い
歴
史
学

ぶ
と
き
づ
か
さ
れ
る

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
４
年　
尾
藤
優
成

心
　
　
賞

い
つ
も
見
る
景
色
や
人
が
変
わ
ら
な
い
こ
れ
が
平

和
と
ぼ
く
は
思
っ
た

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
６
年　
鈴
村
優
太

曽ひ
い
じ
い

祖
父
ち
ゃ
ん
戦
争
体
験
百
三
才
生
き
て
帰
っ
て

く
れ
た
か
ら
私
の
命
あ
る
ん
だ
ね

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
５
年　
浜
渕　
葵

勇 

気 

賞

お
も
い
で
と
お
も
い
や
り
と
は
に
て
い
る
な
え
ん

そ
く
の
ひ
の
お
べ
ん
と
う

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
３
年　
有
賀
響
生

写
真
の
中
大
き
な
お
腹
の
お
母
さ
ん
そ
の
時
の
妹

一
年
に
な
っ
た

郡
上
市
立
大
和
南
小
学
校
４
年　
池
田
侑
生

佳
　
　
作

春
が
き
た
お
に
わ
が
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
つ
つ
ま

れ
る
ん
だ
と
り
も
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ

郡
上
市
立
大
和
南
小
学
校
２
年　
遠
藤
瑠
南

千
畝
さ
ん
あ
な
た
の
思
い
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
鳴

る
平
和
の
鐘
が

名
古
屋
市
立
平
和
小
学
校
６
年　
伊
藤
琉
嘉

空
の
青
雲
が
流
れ
て
う
す
く
な
る
ま
た
流
れ
る
と

天
気
が
変
わ
る

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
５
年　
伊
佐
治
蓮
也

あ
た
り
ま
え
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
も
な
か
ま
と
ね
全

ぶ
同
じ
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
よ

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
２
年　
伊
藤
そ
ら
な

に
ぎ
や
か
な
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
校
庭
に
チ
ャ
イ
ム

の
音
が
な
り
ひ
び
い
て
た

名
古
屋
市
立
平
和
小
学
校
６
年　
村
上
海
怜

中
学
生
の
部

愛
　
　
賞

終
戦
の
九
日
前
の
数
秒
間
失
わ
れ
て
い
っ
た
尊
い

命

静
岡
市
立
清
水
第
二
中
学
校
３
年　
遠
藤　
寛

家
族
と
ね
一
緒
に
ね
た
ら
聞
こ
え
た
よ
命
の
音
が

ト
ク
ト
ク
ト
ク
と

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
１
年　
遠
藤
桃
香

心
　
　
賞

あ
り
が
と
う
そ
の
一
言
は
毎
日
を
楽
し
む
た
め
の

電
源
ボ
タ
ン八百

津
町
立
八
百
津
中
学
校
２
年　
永
田
修
平

あ
り
が
と
う
通
話
履
歴
は
一
時
間
心
支
え
る
君
の

存
在

川
辺
町
立
川
辺
中
学
校
３
年　
武
市
さ
や
か

勇 

気 

賞

手
を
あ
わ
せ
平
和
を
願
う
原
爆
忌
人
は
ル
ピ
ナ
ス

幸
い
求
め

川
辺
町
立
川
辺
中
学
校
３
年　
永
野
沙
耶

ひ
ま
わ
り
の
笑
顔
見
た
く
も
近
づ
け
ず
幸
せ
ま
で

の
距
離
二
メ
ー
ト
ル

静
岡
市
立
長
田
南
中
学
校
１
年　
平
野
文
翔

佳
　
　
作

疲
れ
て
も
ド
ア
を
開
け
る
と
母
が
来
る
そ
し
て
発

す
る
「
お
か
え
り
」
の
声

静
岡
市
立
清
水
第
二
中
学
校
３
年　
岡
野
友
香

な
に
げ
な
い
平
和
な
い
つ
も
の
日
常
は
か
け
が
え

の
な
い
日
常
だ
っ
た

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
１
年　
長
瀬
帆
乃
香

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
み
ん
な
の
こ
と
を
忘
れ
て
も
み
ん

な
が
い
る
よ
大
切
な
人

川
辺
町
立
川
辺
中
学
校
３
年　
古
川
太
陽

聞
こ
え
に
く
い
君
の
右
耳
守
る
た
め
左
側
僕
の
指

定
席
に
し
て

立
命
館
中
学
校
３
年　
尾
島
蓮
瑛

杉原ウィーク2020
第21回杉原千畝記念短歌大会入賞作品

選者　島田修三　　小塩卓哉　　後藤すみ子　（敬称略）
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高
校
生
・
大
学
生
の
部

愛
　
　
賞

私
が
朝
起
き
た
時
、
遠
い
国
で
誰
か
一
人
が
ど
こ

か
深
み
へ
落
ち
て
い
く

岐
阜
県
立
加
茂
高
等
学
校
２
年　
藤
本
陽
希

一
歩
だ
け
近
く
に
寄
っ
た
吐
く
息
に
乗
る
か
な
し

み
を
預
か
る
た
め
に青山

学
院
大
学
２
年　
松
本
の
ぞ
み

心
　
　
賞

ゆ
っ
く
り
と
空
に
浮
か
ぶ
シ
ャ
ボ
ン
玉
戦
争
知
ら

ぬ
息
ば
か
り
だ
な

愛
知
県
立
津
島
高
等
学
校
２
年　
遊
佐
星
空

夕
焼
け
る
二
番
ホ
ー
ム
に
吾
を
残
し
最
後
の
夏
と

快
速
は
過
ぐ青

森
県
立
八
戸
高
等
学
校
３
年　
谷
地
村
昴

勇 

気 

賞

病
床
に
痛
み
止
め
、
パ
ン
、
水
、
母
の
丸
文
字
で

書
か
れ
て
い
る
「
が
ん
ば
れ
」

青
山
学
院
大
学
４
年　
秋
葉
翔
太

「
平
和
と
は
」と
検
索
を
し
て
み
た
け
れ
ど
指
一
つ

あ
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
も
の

愛
知
県
立
幸
田
高
等
学
校
２
年　
前
原
あ
お
い

佳
　
　
作

何
も
な
い
お
も
し
ろ
く
な
い
こ
ん
な
日
も
き
っ
と

誰
か
が
生
き
た
か
っ
た
日

愛
知
県
立
津
島
高
等
学
校
２
年　
日
野
鈴
蘭

空
見
上
げ
君
の
笑
顔
を
思
い
出
す
あ
な
た
は
今
日

も
笑
っ
て
い
ま
す
か
？

愛
知
県
立
小
牧
南
高
等
学
校
１
年　
飯
坂
文
海

そ
こ
の
君
仮
面
を
被
っ
て
言
う
け
れ
ど
そ
れ
を
取

っ
て
も
言
え
る
事
な
の

愛
知
県
立
杏
和
高
等
学
校
２
年　
横
田
優
人

曽
祖
母
は
お
子
様
ラ
ン
チ
の
日
の
丸
を
眺
め
る
と

き
だ
け
十
代
に
な
る

茨
城
県
立
下
館
第
一
高
等
学
校
３
年　
遠
藤
朱
潤

当
然
に
過
ご
し
た
日
々
が
幸
せ
と
ニ
ュ
ー
ス
見
な

が
ら
外
を
見
つ
め
た

岐
阜
県
立
吉
城
高
等
学
校
１
年　
砂
原
遼
介

一
般
の
部

愛
　
　
賞

引
き
揚
げ
の
記
憶
を
語
る
母
が
い
て
我
は
こ
の
世

に
生
き
て
い
る
の
だ

三
重
県
四
日
市
市　
宮
川　
潤

ウ
イ
ル
ス
を
戦
争
と
呼
べ
ば
戦
争
は
こ
ん
な
じ
ゃ

な
い
と
遠
い
目
を
し
て神

奈
川
県
川
崎
市　
久
保
田
聡

心
　
　
賞

ケ
ー
タ
イ
の
黒
い
画
面
の
指
の
あ
と
た
て
よ
こ
た

て
よ
こ
コ
ロ
ナ
の
日
々
に埼

玉
県
朝
霞
市　
山
岸
恵
子

Ａ
Ｌ
Ｓ
に
斃
れ
し
友
の
野
田
ち
ゃ
ん
の
ポ
ポ
ー
の

若
芽
膨
ら
み
に
け
り

静
岡
県
浜
松
市　
山
田
文
好

勇 

気 

賞

「
六ろ

く
じ
ゅ
う

十
歳
に
な
る
息
子
が
居
る
ん
で
す
よ
」わ
が
子

に
母
は
笑
顔
で
語
る

宮
崎
県
日
南
市　
近
藤
國
法

使
い
し
は
母
の
手
縫
い
の
肌
襦
袢
半
世
紀
経
て
マ

ス
ク
と
な
り
た
る

岐
阜
県
土
岐
市　
川
上
貞
子

佳
　
　
作

ま
た
明
日
と
何
気
な
く
口
に
す
る
僕
は
平
和
を
知

ら
ず
に
平
和
に
生
き
て
る山口

県
下
松
市　
松
友
し
の
ぶ

ち
ぎ
ら
れ
た
花
は
元
に
は
戻
ら
な
い
引
き
ち
ぎ
ら

れ
た
思
い
も
同
じ

三
重
県
名
張
市　
相
川
高
宏

夜
明
け
に
は
ひ
ま
わ
り
の
花
咲
く
だ
ろ
う
祈
り
を

空
に
響
か
せ
な
が
ら群

馬
県
伊
勢
崎
市　
藤
田
恵
里
奈

父
の
見
る
マ
カ
ロ
ニ
ウ
エ
ス
タ
ン
銃
ひ
び
き
降
り

来
し
階
段
ふ
た
た
び
の
ぼ
る滋賀

県
湖
南
市　
俵
山
友
里

二
年
分
の
薪
を
わ
り
て
征
き
し
こ
と
服
部
さ
ん
は

三
度
も
話
し
ぬ

愛
知
県
新
城
市　
大
谷
将
夫

学 

校 

賞

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校

奨 

励 

賞

静
岡
市
立
長
田
南
中
学
校

愛
知
県
立
津
島
高
等
学
校

八
百
津
町
内
学
校
優
秀
賞

友
だ
ち
と
会
え
な
く
な
っ
て
気
が
つ
い
た
え
顔
を

か
わ
す
こ
と
の
よ
ろ
こ
び

八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
３
年　
小
嶋
惟
月

コ
ロ
ナ
禍
で
休
む
ひ
ま
な
い
お
医
者
さ
ん
看
護
師

さ
ん
へ
感
謝
の
エ
ー
ル

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
５
年　
細
江
百
杏

四
十
雀
庭
の
巣
箱
で
子
育
て
を
五
羽
の
子
供
が
飛

び
立
っ
た

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
６
年　
和
田
夏
帆

殺
処
分
ぼ
く
に
何
か
が
で
き
な
い
か
考
え
て
み
る

命
に
つ
い
て

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
６
年　
池
井
戸
俊
祐

父
と
行
く
自
転
車
の
旅
楽
し
く
て
過
ぎ
去
る
景
色

心
に
残
る

八
百
津
町
立
潮
見
小
学
校
５
年　
柘
植
歩
真

丘
の
上
静
か
な
風
に
の
っ
か
っ
て
響
く
あ
の
鐘
平

和
を
呼
ぶ
よ八百

津
町
立
八
百
津
中
学
校
３
年　
纐
纈
悠
以

人
々
の
記
憶
の
中
に
生
き
続
け
る
受
け
継
が
れ
て

ゆ
け
千
畝
の
心

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
１
年　
吉
田　
心

も
う
や
め
て
知
っ
て
い
る
の
に
知
ら
な
い
ふ
り
自

分
の
心
に
嘘
を
つ
く
な

八
百
津
町
立
八
百
津
東
部
中
学
校
２
年　
各
務
伽
名
萌

杉
原
千
畝
氏
顕
彰
事
業
と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て

き
た
短
歌
大
会
も
、
今
年
で
21
回
目
を
数
え
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
国
内
外
か
ら
２
，２
４
７
通
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
振
興
課　
地
域
振
興
係

�

☎
４
３-

２
１
１
１（
内
線
２
２
５
２
）

問
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町内【西部地区】・【東部地区】で、それぞれ新しい公共交通の運行を開始します。
時刻表など詳しい運行情報は、７月から９月に全戸配布した文書に掲載しています。

【西部地区】定時定路線型
八百津（東部・北部を除く）、錦織、野上、和知、
上飯田、川辺方面を、時刻表に沿って運行します。

【東部地区】デマンド（予約）型乗合交通
久田見、福地、潮南、八百津東部、八百津北部を、
電話予約により運行します。

私たちの新しい公共交通を、ぜひご利用ください。ぜひご利用ください。
� ○お問い合わせ先　地域振興課　☎43-2111　内線：2251

風
水
害
は
地
震
と
違
っ
て
、
気
象
情

報
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
予
測
が
可
能

で
す
。

し
か
し
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
な
ど

は
、
予
測
も
難
し
く
、
短
い
時
間
で
大

き
な
被
害
が
出
る
た
め
、
私
た
ち
自
身

が
す
ば
や
く
判
断
し
て
行
動
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
年
前
、
東
部
地
区
を
中
心
に
大
き

な
被
害
を
出
し
た
台
風
21
号
で
は
、
強

い
風
に
よ
る
倒
木
で
、
停
電
・
断
水
が

発
生
。
多
く
の
方
が
何
日
も
不
便
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
、
風
水
害
へ
の
備
え
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
早
め
早
め
の
対
応
を
！
】

災
害
に
対
す
る
備
え
は
、
雨
足
や
風

が
強
く
な
っ
て
か
ら
で
は
、
間
に
合
い

ま
せ
ん
。

気
象
情
報
に
注
意
し
、
早
め
早
め
に

対
応
し
ま
し
ょ
う
。

○
断
水
・
停
電
に
備
え
、
水
、
食
料
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
準
備
す
る

○
避
難
に
備
え
、
非
常
持
出
品
を
点
検
す
る

○
ベ
ラ
ン
ダ
の
鉢
植
え
な
ど
、
小
物
を
取
り
込
む

○
家
の
周
り
の
物
を
取
り
込
む
、
ま
た
は
固
定
す
る

○
ア
ン
テ
ナ
の
補
強
、
瓦
や
ト
タ
ン
の
は
ず
れ
な
ど
を
点
検
す
る

○
窓
や
戸
な
ど
、
応
急
的
に
必
要
な
と
こ
ろ
は
補
強
す
る

○
側
溝
に
泥
や
ご
み
が
詰
ま
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る

○
床
上
浸
水
に
備
え
、
家
財
な
ど
を
移
動
す
る

○
む
や
み
に
外
出
し
な
い

○
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
を
よ
く
聞
く

10月１日（木）
から

やおつの しい公共交通新

可茂消防からのお知らせ
可茂消防事務組合八百津出張所

☎４３-０４７６

風水害発生時�
早め早めの対応を！

やおまる
やおまる やおま

る
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八
百
津
町
農
業
委
員
会
委
員
・�

	
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

７
月
19
日
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
新
た
な
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
平
成
28
年
に
改
正
さ
れ
た
農
業
委
員
会
法
に
よ
り
、
農
業
委
員
と
連
携
し
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
就
農
の
促
進
な
ど
の
業
務
を
担
い
ま
す
。

新
し
い
委
員
の
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
任
期
：
令
和
２
年
７
月
20
日
～
令
和
５
年
７
月
19
日
の
３
年
間
）

農業委員のみなさん

④ 大杉　満正
☎43-3422
〈担当地区〉
中山・上牧野
上飯田

⑧ 山田　元美
☎45-1631
〈担当地区〉

中盛東・中盛西・野黒
八幡・大平・小洞

⑫ 神谷　哲朗
☎43-0972
〈担当地区〉
杣沢・口杣沢・丸山

油皆洞・諸田・鯉居・錦織

⑭ 河方　恭平
☎42-1212
〈担当地区〉
潮南全域

⑥ 藤本　正喜
☎45-1526
〈担当地区〉
久田見・上吉田

④ 市岡  典
☎42-1158
〈担当地区〉
潮見・南戸

② 羽賀　重典
☎43-1904
〈担当地区〉
伊岐津志

③ 久保田 良平
☎43-0276
〈担当地区〉

八幡・菅原・大宮・栄町・港町
旭町・本町・玉井・下石原
上石原・宮嶋・味屋・須賀

⑦ 宮島　孝美
☎43-3303
〈担当地区〉
野上全域

（野上洞除く）

⑪ 山田　征史
☎45-1544
〈担当地区〉
後ロ・松坂・下田

入野

⑬ 岩井　立弥
☎43-3088
〈担当地区〉
竹井・木野・北山
赤薙・白橋・五宝平

⑤ 高木　利博
☎45-1825
〈担当地区〉
福地

③ 山田　三好
☎43-0971
〈担当地区〉
八百津・錦織

① 海老　千秋
☎43-3553
〈担当地区〉
野上・和知
上飯田・上牧野

② 石井　弘幸
☎43-0003
〈担当地区〉
洞・和知中組

⑥ 小倉　美孝
☎43-1396
〈担当地区〉
伊･中組・塩口

⑩ 大𦚰　重敏
☎43-3672
〈担当地区〉
谷・前野・栄組
山口

① 伊藤　幸雄
☎45-1267
〈担当地区〉
長者屋敷・西山
薄野・小草・嵩・楪

⑤ 白木　誠治
☎43-1751
〈担当地区〉
中野・石畑

⑨ 𠮷田　惣一
☎45-1917
〈担当地区〉
福地全域

農地利用最適化推進委員のみなさん
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行 事 名 と　き 対　象 ところ 内　容

乳幼児相談 随時（開所時間内） 未就園児 子育て支援センター お気軽に
ご相談ください。

誕生会 随時（開所時間内） 未就園児 子育て支援センター 個別にプレゼントを�
お渡しします。

乳幼児学級 10月  7日（水）10時～ 乳幼児学級受講生
（保護者） ファミリーセンター 教育振興指導員に�

よる講座

ゆうゆう広場は、新型コロナウイルスの感染を防止
するため、引き続き利用人数・時間の制限を行って
います。また、サークル・サロンも中止しています。
みなさまのご理解、ご協力をお願いします。
※�広場のご利用は町内在住の方に限らせていただき
ます。
※�お電話でのご予約を受け付けています。
○お問い合わせ先
子育て支援センター「ゆうゆう広場」
☎43‒2116（内線2582）

お知らせ �
� 子育て支援センターより子育てあれこれ！

※掲載の行事は、新型コロナウイルスの感染状況によって、開催できない場合があります。

いつでも気がついたときに、
やり直せば、
少々時間はかかっても、
必ず取り戻すことが
できるのです。

� 出典　明橋大二　著作より

薬と健康の週間
（10月17日から10月23日）

薬は正しく使いましょう。
こんな時は、薬剤師に相談してください。

○薬が効いていない気がする
○なんだか調子がおかしい
○飲み合わせが心配� …など

麻薬・覚せい剤乱用防止運動
（10月1日から11月30日）

薬物乱用は一度でも犯罪です。
薬物は一度使っただけでも乱用になります。
薬物は、心身へのダメージ�
だけでなく生き方そのものにも�
影響を与えます。
危険なドラッグは�
「ダメ、ぜったい！！」

子育て情報ひろば
10月の行事予定

入園前のお子さんとパパ、ママ、祖父母のみなさまの子育てを応援します！

子育て支援センター　
 ☎43‒2111（内線2582）
八百津保育園 ☎43‒0196
錦津保育園 ☎43‒0449
久田見保育園 ☎45‒1276
和知保育園 ☎43‒0519
乳幼児学級 ☎43‒0390

【病医院】受付時間：午前９時から午後４時30分
○  4日（日）木沢記念病院� ☎25-2181
○11日（日）岐阜健康管理センター�
				    すこやかクリニック� ☎28-8425

○18日（日）太田メディカルクリニック� ☎26-2220
○25日（日）木沢記念病院� ☎25-2181

【歯科】受付時間：午前9時から午後1時
○  4日（日）河村歯科医院� ☎27-3501
○11日（日）酒向歯科医院� ☎25-2719
○18日（日）あじさい歯科医院� ☎24-1881
○25日（日）坂祝歯科医院� ☎25-6677

加茂休日急患診療所月10
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保健
センター
だより

10月の
予定

八百津町保健センター八百津町保健センター
☎☎43-211143-2111
（内線2561・2562）（内線2561・2562）

がん検診を受ける方へ…
感染防止にご協力をお願いします。

◎�検診時の混雑を避けるため、整理券を配布し、
受付時間を指定します。

◎�整理券配布後、会場内でお待ちいただくことが
できません。車中待機または一時帰宅をお願い
することがあります。

感染防止対策にご協力ください
○実施時間の短縮・人数の制限
○定期的な換気・消毒
○マスクの着用
○手洗いの励行
保健センターにお越しになる際は、上記の感
染防止対策にご協力をお願いします。また、発
熱やのどの痛みなど、普段と違う症状があった
場合は、来所をご遠慮ください。
今後の状況によって事業が中止または延期と
なる場合があります。ご理解をお願いします。

高齢者インフルエンザ予防接種ついて
○対象
・接種当日に満65歳以上の方
・60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼
吸器の機能または免疫機能の障害があり、
おおむね身体障害者手帳1級相当の方

○料金　1,500円
※�生活保護世帯の方は無料となりますが、事前に
申請が必要です。

○接種期間
令和２年10月１日（木）から12月18日（金）
○その他
あらかじめ予診票を受け取ってから接種を

受けてください。予診票は、９月23日（水）か
ら町内医療機関、役場窓口、保健センター、
各出張所で配布します。

乳幼児健診� ※対象者には個別に通知します。
と　き 対　象

４ヶ月児健診
  1日（木）

令和２年５月・６月生

10ヶ月児健診 令和元年11月・12月生

１歳６カ月児健診
（問診日）

29日（木）
平成31年３月・４月生

３歳児健診�
（問診日） 平成29年10月・11月生

結核健康診断

65歳以上の方を対象に、結核健康診断を�
実施します。
結核や肺・呼吸器の病気で治療中の方、�
今年度肺がん検診、結核健康診断を受診�
した方は受診できません。
○と　き　　19日（月）
○ところ　　ファミリーセンター、各出張所
※�詳しい日程や受診方法は、対象者に個別に通知
します。

がん検診　ところ：保健センター
がん検診 対　象 と　き
胃がん
大腸がん
肺がん

40歳以上   3日（土）
  4日（日）
10日（土）

午前８時から11時30分前立腺がん 50歳以上の
男性

子宮頸がん※ 20歳以上の
女性

10日（土）
午後１時から２時30分

21日（水）
午前９時から11時30分と
午後１時から３時乳がん※ 40歳以上の

女性

※�子宮頸がん・乳がん検診は要予約です。� �
11月12日（木）・13日（金）にも実施します。

予防接種のお知らせ

健診（検診）のご案内
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■屋外焼却とは
畑や空き地などの屋外でごみを焼却する行為です。
地面に穴を掘っての焼却、ドラム缶や家庭用焼
却炉での焼却を含みます。
屋外焼却は「廃棄物の処理および清掃に関する
法律」で禁止されています。

■違反した場合の罰則
5年以下の懲役もしくは１千万円以下の罰金、� �
またはこの両方が科されます。

※�火災の危険性がある場合は、可茂消防八百津
出張所（☎43-0476）へ連絡してください。
※�産業廃棄物（商売などの事業活動で出た廃棄
物）を燃やしている場合など、悪質と思われ
る場合は、八百津交番（☎43-0002）へ連絡
してください。
お問い合わせ先　水道環境課　環境衛生係
� （☎43-2111　内線2126）

・煙が臭くて窓が開けられない
・臭いで気分が悪くなる
・煙の臭いが付くので外に洗濯物が干せない
・ぜん息などの病気があり、煙で苦しい
・赤ちゃんが煙を吸ってしまうのが心配
� など

■例外として認められている焼却
「公益上もしくは社会の慣習上やむを得ない廃棄
物の焼却または周辺地域の生活環境に与える影
響が軽微である廃棄物の焼却」として定められ
た次のような行為
○�どんど焼きなど風俗習慣上または宗教上の行
事を行うために必要な廃棄物の焼却

○�農業・林業を営むためにやむを得ない焼却（稲
わら、田畑で除草した草など）

※�例外に該当すると思われる焼却についても、
近隣に多大な迷惑となる場合があります。� �
必ず近隣への影響に配慮した上で行ってくだ
さい。町へは煙や臭いに困り果てた方から多
くの苦情が寄せられています。

ごみの屋外焼却は法律で禁止されています！

ありがとうございます～ご寄附いただきました
コカ・コーラ ボトラーズジャパン㈱から、清涼飲料水1,920本（80ケース）を
寄贈していただきました。（7月7日火曜日）
「�ハッピーをお届けするという企業理念から、地域に寄り添う企業として、こ
れからも地域課題解決のため協力していきたいと考えています。� �
（ベンディング事業本部 開発企画統括部 村瀬兼紀 様）」

十六銀行から7月豪雨災害における災害義援金として、現金50万円をご寄附
いただきました。（8月7日金曜日）
「�八百津町と十六銀行は100年以上のお付き合い。これからも地域とともに歩
み、協力し合っていきたいと考えています。� �
（常務執行役員 奥田勝彦 様）」

日本共産党から、7月豪雨災害における災害義援金として、現金50万円をご
寄附いただきました。（8月13日木曜日）
「今回の災害に対してお見舞いを申し上げるとともに、全国のみなさんからの、
温かいお気持ちをお届けします。� �
（八百津町議会議員 三宅和行 様）」

ご配慮をお願いします！
①時間帯・量・風向きに注意しましょう。
②�草などはよく乾かし、少しずつ短時間で
燃やしましょう。
③�ご近所の方とのコミュニケーションを取り、
十分理解を得ましょう。
④住宅密集地での焼却は控えましょう。
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お知らせ Information
八
百
津
町
森
林
組
合
で
は
、

秋
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、

林
業
機
械
の
無
料
修
理
会
に
つ

き
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
を
防
ぐ
た
め
、
ま

た
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
健
康

を
守
る
た
め
、
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
百
津
町
森
林
組
合 

☎
４
３-

１
８
９
５

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ

き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金

制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者
の
働
い

た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳

に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

問

○
加
入
で
き
る
事
業
者　
建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

○
掛
金　
日
額
３
１
０
円

○
特
長

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
込
手
続
は
簡

単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人
は
損

金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間
を
通
算

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

○
特
例
措
置

�

地
震
な
ど
に
よ
り
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
方
に

対
し
、
各
種
手
続
の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

・
共
済
証
紙
は
労
働
者
の
就
労
日
数
に
応
じ
て
適
正

に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」を
所
持
し
て
い
る
労

働
者
が
、
建
設
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

建
退
共
岐
阜
支
部 

☎
０
５
８-
２
７
６-

３
７
４
４

問

９
月
・
10
月
の
２
か
月
間
は
、「
自
動
車
点
検
整
備
推

進
運
動
強
化
月
間
」で
す
。

日
常
点
検
や
定
期
点
検
は
、
ク
ル
マ
の
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
Ｃ
О
２
の
削

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
、
長
く
ご
使
用
の
ク
ル

マ
に
は
、
細
や
か
な
点
検
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

か
ら
車
の
健
康
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
日
常
点
検
】

日
ご
ろ
、
自
動
車
を
使
用
し
て
い
る
中
で
、
走
行
距

離
や
運
行
状
況
な
ど
か
ら
判
断
し
、
適
切
な
時
期
に
点

検
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
定
期
点
検
】

定
期
点
検
は
、
安
全
確
保
・
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
、

自
家
用
乗
用
車
に
つ
い
て
は
、
１
年
ご
と
に
実
施
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※�

車
検
は
、
安
全
・
環
境
面
で
国
が

定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
一
定
の
期
間
ご
と
に
確

認
す
る
も
の
で
す
。
次
の
検
査
ま

で
の
安
全
性
な
ど
を
保
障
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局

☎
０
５
８-

２
７
９-

３
７
１
５

問

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

「
林
業
機
械
無
料
修
理
会
」

�

中
止
の
お
知
ら
せ

安
全
確
保
と
環
境
保
全
は

�

ク
ル
マ
の
点
検
・
整
備
か
ら

知
っ
て
い
ま
す
か
？�

建
退
共
制
度
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お知らせ Information
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

や
、
就
職
し
た
い
け
ど
自
信
の
な
い
方
、
今
の
仕
事
や

職
場
に
悩
ん
で
い
る
方
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
雇

用
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
会
社
な
ど
、「
ひ
ま
わ
り
の
丘

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
職
員
と
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

障
が
い
種
別
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

10
月
８
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

※
予
約
優
先
で
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー　
２
階　
研
修
室

�

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で
、
就
職
を
考
え
て
い
る
方

や
職
場
で
の
悩
み
が
あ
る
方�

�

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
雇
用
に
つ
い
て
、
考
え
て

い
る
会
社
や
相
談
し
た
い
会
社

�

左
記
へ
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名
・
連
絡

先（
電
話
番
号
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
）・
希
望
時

間
・
相
談
内
容
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い

ひ
ま
わ
り
の
丘
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
５-

２
４-

５
８
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
５
７
５-

２
３-

４
７
２
０

時場対申問

10
月
19
日
㈪
か
ら
25
日
㈰
は「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。

行
政
相
談
と
は
…

あ
な
た
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

不
満
を
感
じ
る
、
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
あ
な
た
の
声
を
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
行
政

相
談
委
員
が
お
聴
き
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
…

○�

道
路
の
危
険
な
箇
所
を
直
し

て
ほ
し
い

○�
介
護
な
ど
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

く
て
困
っ
て
い
る

○�
河
川
の
清
掃
・
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い

○�

役
所
へ
の
手
続
き
が
分
か
ら
な
い

○�

役
所
の
説
明
に
納
得
で
き
な
い

○�

特
殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
年
金
事
務
所
、
郵
便
局
な
ど
）

や
独
立
行
政
法
人（
国
立
病
院
な
ど
）の
対
応
に
不
満

が
あ
る

総
務
省 

岐
阜
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
は「
き
く
み
み
岐
阜
」で
す
！
）

☎
０
５
７
０-

０
９
０-

１
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
５
８-

２
４
８-

６
７
５
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http

://w
w

w
.soum

u.go.jp/
kanku/chubu/gifu.htm

l

問

相
続
・
離
婚
・
交
通
事
故
・
債
務
整
理
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
の
法
律
に
関
す
る
悩
み
や
問
題

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
る
無
料
法
律
相
談

所
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

相
談
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
希
望
の
方

は
、
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

○
担
当
弁
護
士　
伊
藤
知
恵
子　
弁
護
士

相
談
例
：�

相
続
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
。�

�

土
地
の
境
界
に
つ
い
て
も
め
て
い
る
。�

�

借
金
問
題
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
。

10
月
26
日
㈪
午
後
１
時
か
ら
４
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室

八
百
津
町
住
民（
６
名
程
度
）

�

10
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※�

６
名
に
満
た
な
い
場
合
は
、当
日
ま
で
受
付
し
ま
す
。

�

申
込
者
が
６
名
を
超
え
た
場
合
は
、抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
よ
っ
て
開
催
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

八
百
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
☎
４
３-

４
４
６
２

時場対申他問

障
が
い
者
就
業
・
生
活
相
談
会
の

�

ご
案
内

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
所

�

開
催
の
ご
案
内

困
っ
た
ら 

１
人
で
悩
ま
ず 

行
政
相
談

�

行
政
相
談
週
間
の
ご
案
内行政相談のマスコット

「キクーン」
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岐
阜
県
保
険
医
協
会
で
は
、電
話
で
の
医
療
相
談『
電

話
健
康
相
談
』を
１
日
限
定
で
実
施
し
ま
す
。

岐
阜
県
保
険
医
協
会
は
、
県
内
の
医
師
・
歯
科
医
師

１
７
０
０
人
を
会
員
と
し
て
有
す
る
団
体
で
す
。

日
ご
ろ
気
に
な
っ
て
い
る
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
や
お

悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。
県

内
で
開
業
し
て
い
る
保
険
医
協
会
会
員
の
医
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

無
料
相
談
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

医
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

11
月
１
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
正
午

○
電
話
番
号　
０
５
８-

２
６
７-

０
７
１
１

�

今
回
は
医
科
領
域
の
相
談
で
す
。
歯
科
領
域
の
相
談

は
、
毎
年
４
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

時注

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
、
全
国
一
斉

に
共
同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

共
同
募
金
運
動
は
、
10
月
の「
赤
い
羽
根
募
金
」と
、

12
月
の「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」を
、
同
時
募
金
と
し

て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
う
え
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〇
募
金
運
動
期
間

10
月
１
日
㈭
か
ら
12
月
31
日
㈭

〇
募
金
方
法

�

自
治
会
長
・
役
員
の
み
な
さ
ま
に
は
お
手
数
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
10
月
２
日
の
自
治
会
文
書
に
て
自
治

会
を
通
じ
て
募
金
用
封
筒
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

〇
募
金
目
安
額

�「
赤
い
羽
根
募
金
」・「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」合
わ

せ
て
、
１
世
帯
あ
た
り
１
，０
０
０
円
程
度
を
目
安
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

募
金
目
安
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
共
同
募
金
は
、

地
域
の
民
間
福
祉
ニ
ー
ズ
を
受
け
付
け
て
か
ら
配

分
委
員
会
が
申
請
内
容
に
つ
い
て
必
要
性
な
ど
を

考
慮
し
、
助
成
計
画
を
策
定
し
て
目
標
額
を
設
定

す
る
計
画
募
金
で
す
。
そ
の
目
標
額
に
基
づ
き
、

募
金
い
た
だ
く
目
安
額
を
お
示
し
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

八
百
津
町
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
４
３-

４
４
６
２

問

八百津町建設安全協力会と締結
『八百津町災害時応援協力に関する協定』

この協定は自然災害や大規模火災などの災害時に、
町からの要請を受け、「建設防災支援隊」を組織し、
迅速に被災者の救助支援や施設の応急復旧を行っ
ていただくことを取り決めたものです。
関係機関が相互連携して、安心・安全を守ります。

中部電力パワーグリッド㈱と締結
『災害時における相互協力に関する協定』

この協定は災害時に倒木などによる停電から、よ
り早く復旧できるように、情報提供などの面で連
携することを取り決めたものです。
生活になくてはならない電力を守るため、地域の
みなさんにご理解いただきながら、災害に備えます。

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

健
康
の
お
悩
み
、
お
聴
き
し
ま
す

�

電
話
健
康
相
談
の
ご
案
内

令
和
２
年
度 

共
同
募
金
の
お
願
い

必ずチェック！最低賃金
「岐阜県最低賃金」が改定されました

時間額852円（1円UP！）

令和2年10月1日から
岐阜県最低賃金は、年齢に関係なく、パー
トや学生アルバイトなどを含め、県内で働
くすべての労働者に適用されます。
使用者も、労働者も、1時間当たりの賃金
額が最低賃金額以上となっているかどうか、
必ず確認しましょう。
詳しくは、下記へお尋ねください。

○岐阜労働局賃金室　☎058-245-8104
○関労働基準監督署　☎0575-22-3407
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Smile
通信

思わず笑顔になる思わず笑顔になる
まちの話題をまちの話題を
みなさまにみなさまに
お届けしますお届けします

思
い
や
り
の
心
を
育
む�

�

東
部
中
で
福
祉
高
齢
者
体
験

八
百
津
東
部
中
学
校
で
、
１
年
生
を

対
象
に
、
お
年
寄
り
に
対
す
る
福
祉
の

心
を
育
て
る
目
的
で
、
福
祉
高
齢
者
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
い
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
職
員
を
講
師
に
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
体
験
を
と
お
し
て
、
お
じ
い
さ

ん
お
ば
あ
さ
ん
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と

が
で
き
る
か
、
考
え
た
い
」、「
お
年
寄

り
の
気
持
ち
を
考
え
る
体
験
に
し
た
い
」

と
、
子
ど
も
た
ち
は
意
欲
的
に
学
ん
で

い
ま
し
た
。

「
高
齢
者
体
験
セ
ッ
ト
」で
、
体
の
動

き
を
制
限
し
、
手
足
に
ず
っ
し
り
と
重

り
を
付
け
、
お
年
寄
り
の
体
の
動
き
を

疑
似
体
験
し
て
み
ま
し
た
。
椅
子
に
座

る
、
横
た
わ
る
、
歩
く
、
階
段
を
上
り

下
り
す
る
、
新
聞
を
読
む
、
箸
を
使
う
、

字
を
書
く
、
新
聞
を
め
く
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
軽
々
で
き
る

動
作
も
、
お
年
寄
り
の
体
で
は
、
何
倍

も
の
苦
労
が
あ
る
こ
と
を
体
験
し
ま
し

た
。有

加
稟
さ
ん
は
、「
階
段
を
お
り
る
と

き
、
ひ
ざ
が
曲
げ
に
く
く
て
落
ち
そ
う

に
な
り
、
怖
か
っ
た
で
す
。
わ
た
し
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
腰
が
曲
が
っ
た
り
、

杖
を
つ
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

今
よ
り
も
気
遣
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
」

と
、
自
分
の
祖
母
を
思
い
、
決
意
し
て

い
ま
し
た
。

こ
の
授
業
を
と
お
し
て
、
さ
ら
に
思

い
や
り
の
心
が
育
ち
ま
し
た
。

地
域
の
目
で
、
安
心
・
安
全�

�

見
守
り
ネ
ッ
ト
調
印
式

八
百
津
町
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
助
け
を
必
要
と
す
る

方
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
自
立
し
た
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
、
行
政（
八
百
津
町
）と
協
力

団
体
が
連
携
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、
地
域
全
体
で
見
守
り
体
制
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
新
た
に
７
事
業
所
と
協
定
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

金
子
町
長
は
、「
み
な
さ
ん
の
お
力
を

借
り
て
、
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
地
域
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
り
か
け

ま
し
た
。

「
た
の
し
い
㈱
あ
り
が
と
サ
ン
八
百

津
」代
表
取
締
役
の
山
内
恒
治
さ
ん
は
、

「
今
回
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
身

と
し
て
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

思
い
で
、
協
定
書
に
調
印
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
調
印
式
を
機
に
、

よ
り
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
で
き
れ
ば
」
と
、
決
意
を
語
り
ま

し
た
。

【
協
定
締
結
事
業
所
名
】

○
た
の
し
い
㈱
あ
り
が
と
サ
ン
八
百
津

（
代
表
取
締
役　
山
内 

恒
治 

様
）

○
大
坪
新
聞
店

（
代
表
取
締
役　
大
坪 

真 

様
）

○�

八
百
津
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー・�

八
百
津
町
東
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
施
設
長　
山
田 

淑
史 

様
）

○
デ
イ
ケ
ア
だ
い
ち

（
理
事
長　
伊
佐
治 

慶
洋 

様
）

○
八
百
津
宿
一
笑

（
管
理
者　
後
藤 

貴
広 

様
）

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護 

夢
眠

（
施
設
長　
羽
賀 

大
祐 

様
）

7月15日（水）

7月22日（水）
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お
花
に
込
め
た
思
い
や
り�

�

錦
津
小

錦
津
小
学
校
４
年
生
の
子
ど
も
た

ち
が
、
敬
和
園
に
学
校
で
育
て
た
夏

の
花
の
寄
せ
植
え
を
贈
り
ま
し
た
。

本
来
は
、
入
居
す
る
お
年
寄
り
に
、

直
接
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
玄
関

先
で
、
職
員
の
方
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

代
表
の
遠
藤
壱
護
く
ん
は
、「
学
校

で
福
祉
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

休
校
中
は
先
生
た
ち
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
飾
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か

け
ま
し
た
。

や
さ
し
い
気
持
ち
が
、
き
っ
と
伝

わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

粕
谷
勇
さ
ん�

�

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

港
町
の
粕
谷

勇
さ
ん
が
、
瑞

宝
双
光
章
を
受

賞
さ
れ
ま
し

た
。粕

谷
さ
ん
は
、

昭
和
25
年
か
ら

平
成
２
年
ま
で

40
年
間
郵
便
局
で
務
め
ら
れ
、
永
年
の

功
績
に
よ
っ
て
、
今
回
受
章
さ
れ
ま
し

た
。退

職
後
は
町
人
権
擁
護
員
を
２
期
６

年
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
町
の
人
権
施
策

に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

故 

三
好
浩
さ
ん
に「
正
六
位
」

元
小
学
校
長
の
故 

三
好
浩
さ
ん
の

ご
遺
族
に
、
生
前
の
教
育
に
対
す
る
功

績
に
よ
り「
正
六
位
」の
叙
位
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

三
好
さ
ん
は
、
退
職
後
は
町
社
会
教

育
委
員
と
し
て
、
町
内
の
教
育
に
貢
献

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
奥
様

の
ハ
ル
エ
さ
ん
か
ら
、
学
校
教
育
の
た

め
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

和田 涼
すず

花
か

ちゃん
6月19日生まれ

保護者　和田拓也さん・杏奈さん
（中野）

「いっぱい遊んで大きくなってね」�
� 父・母より

石井 希
のぞ

実
み

ちゃん
7月1日生まれ

保護者　石井王大さん・美月さん
（谷）

「生まれてきてくれて、ありがとう！！」�
� 父ちゃん・母ちゃんより

福井 湖
こ

葉
は

ちゃん
6月30日生まれ

保護者　福井裕太さん（下田）
「�すくすく元気に育ってね！」�
� パパより

6月11日（木）

こんにちは赤ちゃん

令和2年9月1日現在の人口
人　口 男　性 女　性 世帯数

総人口 10,704人 5,193人 5,511人 4,325世帯

（日本人）10,554人 5,141人 5,413人 4,251世帯

（外国人） 150人 52人 98人 74世帯
� ※混合世帯は日本人世帯に含まれます。

シルバー人材センター実績報告

6
月

件　　 数 86件
就 労 人 員 686人（実74人）
就 労 時 間 3,144.25時間
受 託 金 額 3,903,636円

7
月

件　　 数 95件
就 労 人 員 610人（実70人）
就 労 時 間 2,438.00時間
受 託 金 額 2,852,550円

シルバー人材センター　☎43-5567

「こ
の面

は販
売店

が記
入し

てく
ださ

い」

住所
　八

百津
町

店名
代表

者名

下記
の方

へ販
売し

補助
金交

付の
委任

を受
けま

した
。

販売
（委

任）
年月

日　
　　

　　
　購

入者
　　

　　
　　

品名

数　
　購

入額
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

補助
金
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10月・11月のごみ収集日
■お問い合わせ 役場１階  水道環境課  環境衛生係
 ☎43‒2111（内線2126）

不燃金物類�
資源カン類�
粗大ごみ

Ａ地区�
（不燃ごみ集積所）10月29日（木）

Ｂ地区�
（不燃ごみ集積所）10月30日（金）

不燃ガラス類
資源ビン類
粗大ごみ

Ａ地区�
（不燃ごみ集積所）11月27日（金）

Ｂ地区�
（不燃ごみ集積所）11月30日（月）

ペットボトル
食品トレイ
発泡スチロール

Ｂ＆Ｇ体育館北側�
・各出張所

10月4日（日）
午前８時～
午前11時

古着回収
現在、古着回収は中止しています。
お急ぎの場合は、可燃ごみとして
出してください。

※�ペットボトルは洗浄して、ふたを取って出してくだ
さい。（ふたは可燃ごみまたはその他プラです）
※�発泡スチロール製箱は、宛名ラベルなどシール
をはがしてください。

がれき類
久田見処分場 毎月第１・第３日曜日

午後１時～午後４時

錦織処分場
毎月第２・第４日曜日
午前９時～正午

午後１時～午後４時
※�土砂や岩石、また業者が行った工事で発生した
がれき類は処分できません。
※�300㎏以上のがれき類を処分しようとするとき
は事前に申請してください。（有料）

その他プラ 各自治会の�
不燃ごみ集積所

10月11日（日）
10月25日（日）
11月  8日（日）
11月22日（日）

※�プラマークと呼ばれるリサイクルマークが表示さ
れた容器包装プラスチックが収集の対象です。
※�汚れがひどいものは可燃ごみへ出してください。
※�ペットボトルおよび食品トレイ・発泡スチロー
ルは別に分別収集を行っていますので、その他
プラでは回収しません。

ルールを守ってごみ出しを！
１.	 分別ルールを守りましょう。
○ごみは種類ごとに正しく分別し、指定ごみ袋
に入れて指定の集積所に出してください。

○ごみ袋には、自治会名・氏名を書いてください。
○資源ごみを出すときは、きれいに洗って出してください。
2．	違法な不用品回収業者にご注意を！
○廃棄物の収集・運搬には許可が必要です。
○無許可業者の不適切な処理や不法投棄が問題にな
っています。安易に回収依頼をしないでください。

可燃ごみ 全地区（�当日午前５時から午前８時までに�
可燃ごみ集積所へ出してください） 毎週　火曜日・金曜日

※�収集日の午前8時までに不燃ごみ集積所に出してください。
※�蛍光管（LEDタイプ含む）・水銀式体温計・乾電池（ボタン電池除く）・小型充電式電池、� �
小型家電（15cm×31cmまで）は、役場本庁・役場各出張所の回収ボックスへ出してください。
※�電球は不燃ガラス類、蛍光管のグローランプは不燃金物類です。�
蛍光灯回収ボックスでは回収しません。

Ａ地区＝八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志
Ｂ地区＝杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南

令和２年10月に開催を予定しておりました、
「e-kamonまるごと環境フェア2020」（主催：
美濃加茂市・加茂郡／場所：美濃加茂市 ぎふ清
流里山公園）は、新型コロナウイルス感染拡大予
防のため、開催を中止します。

お知らせ　令和２年度「e-kamonまるごと環境フェア2020」開催中止

● ●ごみ収集ごみ収集

八百津町ごみ処理容器等

購入補助金

交付申請委任状

八百津町長　様

私は、裏面の者を代理人と定め、見出しの補助金の�

交付申請、請求および受領に関する一切の権限を委任します。

※購入（委任）年月日

※住所（自治会）

※購入（委任）者名と印

※は購入（委任）者が記入押印し町内登録販売店へ提出ください。 印
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「はざかけ」
古田 悟（竹井）

「ハイビスカス」
村上 好和（谷）

令和２年９月18日発行
八百津町役場 〒505-0392 岐阜県加茂郡八百津町八百津3903-2

☎0574-43-2111　 0574-43-0969	 メール yaotsu@town.yaotsu.lg.jp
ホームページ http://www.town.yaotsu.lg.jp

環境に優しい植物インキと
再生紙を使用しています

新旅足橋に日本一の高さ215ｍを誇る、『岐阜バンジー』がオー
プンしました。8月2日（日）には、安全祈願祭とオープニングセ
レモニーが行われました。
オープニングイベントをいろどる記念ジャンパーは、なんと、
やおっちです。
やおっちは、215ｍの高さもなんのその。余裕の表情（？）で初
めてのバンジーに挑みました。

「5・4・3・2・1・バンジー！」
やおっちは、全くひるむことなく、かけ声に合わせて、華麗
なジャンプを見せました。
あまりの思い切りの良さに、観客からは、拍手とどよめきが
わき起こりました。
記念ジャンプを無事に終えたやおっちは、とても満足げでし
た。

私も飛んでみました！広報担当の体験記
町民のみなさんに、この日本一のバンジーを紹介するため、意を
決して初めてのバンジージャンプに挑戦してきました。
岐阜バンジーでは、受付後、ムササビスーツを着用。しっかりベ
ルトを締めて、安全対策も万全です。
いざという場面…さすがに位置につくと高さを実感。少し足がす
くみましたが、勢いに乗ってジャンプ！約７秒の飛行、もっと長く
飛んでいたように感じました。全身に風を感じ、気分爽快です。そ
して、引き揚げの間は、視界いっぱいに、八百津町の豊かな自然を
感じることができます。
とても貴重な体験でした。これはクセになるかも！ぜひ、また飛
んでみたいです。� （総務課　船戸紘乃）

やおっちもジャンプ！ 日本一の高さ215ｍ

岐阜バンジーオープン！岐阜バンジーオープン！

ご予約はこちらまで…
バンジージャパン（株）コールセンター ☎0278－72－8133

すばらしい景色！
はりきって

行ってきま～す♪


